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少年院在院者の自己効力の変化に関する研究（その2）  
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Ⅰ はじめに  

本研究（その2）は，中央研究所紀要第14号に発表した「少年院在院者の自己効力の変  

化に関する研究（その1）」（以下「（その1）」という。）の続報である。   

本研究は，少年院在院者に対して，横断的調査と縦断的調査を実施することで，少年院  

在院者の自己効力の変化の全体的な傾向を把握するとともに，変化のパターンを検討する  

という形式を採ることにしている。「（その1）」においては，横断的調査の結果を報告し  

た。「（その2）」となる本研究においては，縦断的調査の結果を報告するとともに，2つ  

の調査の結果について考察する。   

Ⅱ 目的  

少年院における効果的な教育の在り方や成績評価に資する観点から，少年院在院者の自  

己効力の変化を調査することを目的とする。   

具体的には，一般性自己効力，仕事や非行等についての自己効力，結果予期を調査し，  

これらの関連について検討する。また，少年院での在院少年に対するどのような働き掛け  

が，少年の各種自己効力の変化に影響するのか，その情報源についても調査する。  

1現所属：矯正研修所東京支所  

2 現所属：川越少年刑務所   
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Ⅲ 方法   

1 縦断的調査と横断的調査   

本研究では，少年院在院者の自己効力の変化をとらえる方法とし、て，横断的調査（ある  

時点において，異なる教育過程にある別々の対象者に実施する調査）と，縦断的調査（教  

育過程を迫って同一対象者に複数回行う調査）の2種類を採用した。変化を詳細に検討す  

るためには，調査対象者全員に縦断的調査を実施することが理想的であるが，現実的には  

それが困難であるので，まず，大規模な横断的調査のデータによって全体的な傾向を把握  

し，これに，縦断的調査のデータをもって，変化のパターンを検討するという形式を採っ  

た。このような調査方法から，本研究の調査期間は2年間となっている。今巨引ま，縦断的  

調査の方法のみ記載し，横断的調査の研究方法については「（その1）」を参照されたい。  

2 調査期間   

調査期間は，平成15年10月から平成16年10月未までである。   

なお，調査実施日は，各施設で決定しているため，施設ごとに異なっている。  

3 調査方法  

（1）調査対象施設  

調査対象施設は，11の少年院であり，その内訳は，纏期処遇を実施する少年院（以   

下「短期処遇」という。）6施設，長期処遇を実施する少年院（以下「長期処遇」と   

いう。）5施設である。  

（2）調査対象者  

各施設が指定した調査日に在院している少年を調査対象とした。したがって，対象   

者数は各施設によって異なる。  

短期処遇・長期処遇併設の施設においては，長期処遇の者のみを，また，短期処遇   

においては，特修短期処遇の者を除外し，一般短期処遇の者のみを対象としている。  

なお，対象施設はすべて男子を収容する少年院である。  

回収した調査票総数は，344名であった。そのうち回答に不備がない338名分を有効   

回答として，分析の対象とした（有効回答率：98．3％）。平均年齢は，全体で17．4歳，   

短期処遇は17．7歳，長期処遇は17．1歳であった。  

処遇課程等別の有効回答数は，短期処遇170名，長期処遇168名であった。  

調査対象者の属性は，巻末の資料1にまとめて示す。  

（3）調査票   

ア 職員調査票   

イ 少年用調査票Ⅰ（新入時教育過程（以下「新入時」という。））   
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ウ 少年用調査票Ⅱ（中間期教育過程（以下「中間期」という。））   

エ 少年用調査票Ⅲ（出院準備教育過程（以下「出院期」という。））  

調査票の詳細については，資料2を参照されたい。  

なお，短期処遇の収容期間は，約6か月と短いため，調査票の「ウ」は実施してい   

ない。また，資料2には，「ア 職員用調査票」と「エ 少年用調査票Ⅲ（出院期）」   

を載せている。「ウ」については，「エ」とほとんど同じであり，また，「イ」に関し   

ても，「エ」から一部の質問項目を除いたものになっている。  

（4）調査方法  

時間の経過を追って，同一対象者に数回の調査を実施し，それぞれの時期における   

入院時との変化について尋ねている。調査の実施回数は，短期処遇においては，新入   

時と出院期の2回，長期処遇においては，新入時，中間期及び出院期の3回である。  

4 調査内容   

調査内容については，前回報告を参照されたい。   

Ⅳ 結果  

各種属性の集計結果については，資料1を参照されたい。  

1 自己効力について  

（1）一般性自己効力（GSE）について  

一般性自己効力の下位尺度については「（その1）」で用いた「失敗に対する不安」，   

「行動の積極性」，「能力の社会的位置づけ」を用いて分析した。  

短期処遇の各教育過程別（新入時，出院期）に，GSE尺度の下位尺度得点の平均   

を算出し，t検定を行った結果を表1，図1に示す。「失敗に対する不安」の平均値   

が出院期のほうが有意に高くなっており（t＝3．00，p＜．05），「能力の社会的位置づ   

け」の平均値が新入時のほうが有意に高くなっている（t＝2．67，p＜．05）。  

表1短期処遇における教育過程別GSE下位尺度のt検定  

対応サンプルの差  

尺度  →‥山 ．蘭、払ぃ山 平均値の  t値  
平均値  標準偏差  

標準誤差   

0．05  －3．00＊  

0．04  －2．10  

0．06  2．67＊  

失敗に対する不安  －0．15  0．64  

行動の積極性  －0．08  0．52  

能力の社会的位置づけ  0．15  0．73  

注）＊は5％水準以下で有意であることを示す。   
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図1 短期処遇における教育過程別GSE下位尺度の平均値  

表2 長期処遇における教育過程別GSE下位尺度の分散分析  

尺度  新入時  中間期  出院期  合計  F億  

度数  

失敗に対する不安  平均値  

標準偏差  

6
8
．
〇
9
6
6
 
1
 
2
 
0
 
 

F（2，501）＝1．06  

度数  

行動の積極性  平均値  

標準偏差  

6
8
 

．
 

6
8
．
3
7
6
8
 
1
 
2
 
0
 
 

6
8
．
3
6
7
2
 
1
 
2
 
0
 
 

F（2，501）＝0．04  

度数  

能力の社会的位置づけ  平均値  

標準偏差  

6
8
．
3
2
7
3
 
 

1
 
2
 
0
 
 

6
8
．
5
0
8
2
 
1
 
2
 
0
 
 

6
8
．
4
2
8
1
 
1
 
2
 
0
 
 

F（2，501）＝2．36  

図2 長期処遇における教育過程別GSE下位尺度の平均値   
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長期処遇の各教育過程別（新入時，中間期，出院期）にGSE尺度の下位尺度得点   

の平均値を算出し，一元配置分散分析を行った結果を，表2，図2に示す。各因子と   

も各教育過程間での有意差は見られなかった。  

（2）対人的自己効力（対人SE）について  

対人的自己効力の下位尺度については「（その1）」で用いた「友人への信頼・安定   

感」，「友人からの信頼」，「対人スキルの自信」，「肯定的自己評価」を用いて分析した。  

短期処遇の各教育過程別（新入時，出院期）に対人SE尺度の下位尺度得点の平均   

を算出し，t検定を行った結果を表3，図3に示す。「友人への信頼・安定感」（t＝3．95，   

p＜．01）及び「友人からの信頼」（t＝4．11，p＜．01）の平均値は出院期のほうが有意   

に高くなっている。また，「肯定的自己評価」の平均値は新入時のほうが有意に高く   

なっている（t＝4．58，p＜．01）。  

長期処遇の各教育過程別（新入時，中間期，出院期）に，対人SE尺度の下位尺度   

得点の平均値を算出し，一元配置分散分析を行った結果を表4，図4に示す。「友人   

への倍額・安定感」（F（2，501）＝8．85，p＜．01），「友人からの信頼」（F（2，501）  

表3 短期処遇における教育過程別対人SE下位尺度の分散分析  

対応サンプルの差  

尺度  ．蘭、．，．一山 平均値の  t値  
平均値  標準偏差  

標準誤差  

友人への信頼・安定感   

友人からの信頼   

対人スキルの自信   

肯定的自己評価  

0．05  －3．95＊＊  

0．05  －4．11＊＊  

0．05  －0．13  

0．06  4．58＊＊  
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注）＊＊は1％水準以下で有意であることを示す。  

図3 短期処遇における教育過程別対人SE下位尺度の平均値   
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表4 長期処遇における教育過程別対人SE下位尺度の分散分析  

尺度  新入時  中間期  出院期  F値  
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図4 長期処遇における教育過程別対人SE下位尺度の平均値  

＝3．51，p＜．05），「肯定的自己評価」（F（2，501）＝4．81，p＜．01）で有意な主効   

果が認められた。それぞれについてLSD検定による多重比較を行ったところ，「友   

人への信頼・安定感」では出院期は新入時及び中間期よりも有意に高く，「友人から   

の信頼」では，出院期は新入時よりも有意に高く，「肯定的自己評価」では，新入時   

は出院期よりも有意に高くなっている。  

（3）非行的自己効力（非行SE）について  

非行的自己効力の下位尺度については「（その1）」で用いた「メンバーとの関係」，   

「非行に対する有能感」，「緊張性・失敗性不安」を用いて分析した。  

短期処遇の各教育過程別（新入時，出院期）に，非行SE尺度の下位尺度得点の平   

均を算出し，t検定を行った結果を表5，図5に示す。また，長期処遇の各教育過程   

別（新入時，中間期，出院期）に非行SE尺度の下位尺度得点の平均値を算出し，一   
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元配置分散分析を行った結果を表6，図6に示す。各因子とも短期処遇・長期処遇の   

各教育過程問での有意差は見られなかった。  

（4）仕事の自己効力（仕事SE）について  

「（その1）」と同様に合計得点を尺度得点として，短期処遇の各教育過程別（新入   

時，出院期）の差を見るためにt検定を行ったが，有意な羞は見られなかった（表7，   

図7）。同様に長期処遇の各教育過程別（新入時，中間期，出院期）に，一元配置分  

表5 短期処遇における非行SE下位尺度の分散分析  

対応サンプルの差  

尺度  t倍  平均値の  

標準誤差   
平均値  標準偏差  

メンバーとの関係  0．02  0．66  

非行に対する有能感  －0．10  0．65  

緊張性・失敗性不安  0．07  0．76  
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図5 短期処遇における教育過程別対人SE下位尺度の平均値  

表6 長期処遇における教育過程別非行SE下位尺度の分散分析   
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散分析を行ったが，●有意差は見られなかった（表8，図8）。  
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図6 長期処遇における教育過程別非行SE下位尺度の平均値   

表7 短期処遇における教育過程別仕事SE下位尺度のt検定  

対応サンプルの差  

尺度  平均値の  t値  
平均値  標準偏差  

標準誤差  

仕事に対する効力  0．09  0．49  0．04  2．48  

図7 短期処遇における教育過程別仕事SE尺度の平均値   

表8 長期処遇における教育過程別仕事SE尺度の分散分析  

新入時  中間期  出院期  F億  尺度  
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図8 長期処遇における教育過程別仕事SE尺度の平均値   

2 自己効力の変化について   

本研究においては，縦断的手法を取り入れていることから，実際の少年院での処遇にお  

いて，在院少年の自己効力がどのように変化したのかを分析する。短期処遇においても，  

長期処遇においても，新入時と出院期の尺度得点を比較し，新入時より出院期が上昇して  

いる者，新入時より出院期が下降している者，新入時と出院期が同じ者の3つのパターン  

に分けて整理した。  

（1）一般性自己効力（GSE）の変化について  

新入時と出院期のGSE下位尺度の変化を表9，図9～図11に示した。  

短期処遇において，GSE下位尺度の「失敗に対する不安」の得点が新入時と比較  

して出院期で上がった者が52．4％，下がった者が35．3％，変化しない者が12．4％であ  

る。「行動の積極性」については，新入時より出院期が上がった者が48．2％，下がっ  

た者が34．7％，変化しない者が17．1％である。「能力の社会的位置づけ」については，   

新入時より出院期が上がった者が30．6％，下がった者が43．5％，変化しない者が   

25．9％であり，GSE下位尺度においては，「能力の社会的位置づけ」のみが新入時よ  

りも出院期が下がった者の割合が多い。  

表9 教育過程別GSE下位尺度の変化  

短期処遇   長期処遇  

新入時と出院期       失敗に対す  行動の  能力の社会  失敗に対す  行動の  能力の社会   

との変化  る不安  積極性  的位置づけ  る不安  積極性  的位置づけ  

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％  度数 ％ 度数 ％ 度数 ％   

新入時＜出院期  89 52．4％ 82 48．2％ 52 30．6％  77 45．8％ 74 44．0％ 50 29．8％   

新入時＞出院期  60 35．3％ 59 34．7％ 74 43．5％  65 38．7％ 66 39．3％ 79 47．0％   

新入時＝出院期  2112．4％ 29 17．1％ 44 25．9％  26 15．5％ 28 16．7％ 39 23．2％   

合計   170100．0％170100，0％170100．09（  168100．0％168100．0％168100．0％  
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図9 教育過程別GSE下位尺度の変化  

図10 教育過程別GSE下位尺度の変化  

図11教育過程別GSE下位尺度の変化   
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同様に長期処遇においても，「失敗に対する不安」の得点では，新入時より出院期   

が上がった者は45．8％，下がった者は38．7％，変化しない者は15．5％になっている。   

「行動の積極性」については，新入時より出院期が上がった者は44．0％，下がった者   

は39．3％，変化しない者は16．7％である。「能力の社会的位置づけ」については，新   

入時より出院期が上がった者は29．8％，下がった者は47．0％，変化しない者は23．2％   

となり，短期処遇と同じように「能力の社会的位置づけ」のみが新入時よりも出院期   

が下がった者の割合が多い。  

また，短期処遇と長期処遇を比較すると，短期処遇の方が新入時に比べて出院期に   

おいて得点が上昇した者が多い。  

（2）対人的自己効力（対人SE）の変化について  

新入時と出院期の対人SE下位尺度の変化を表10，図12～図15に示した。  

短期処遇においてGSE下位尺度の「友人への信頼。安定感」の得点が新入時と比   
較して出院期で上がった者が52．9％，下がった者が27．1％，変化しない者が20．0％で   

ある。「友人からの信頼」については，新入時より出院期が上がった者が58．2％，下   

がった者が24．1％，変化しない者が17．6％，「対人スキルの自信」については，新入   

時より出院期が上がった者が39．4％，下がった者が36．5％，変化しない者が24．1％，   

「肯定的自己評価」については，新入時より出院期が上がった者が28．2％，下がった   

者が45．9％，変化しない者が25．9％であり，対人SE下位尺度においては，「肯定的   

自己評価」のみが新入時よりも出院期が下がった者の割合が多い。  

同様に長期処遇においても，「友人への信頼・安定感」の得点が新入時と比較して   

出院期で上がった者が58．9％，下がった者が23．2％，変化しない者が17．9％である。   

「友人からの信頼」については，新入時より出院期が上がった者が54．2％，下がった   

者が30．4％，変化しない者が15．5％，「対人スキルの自信」については，新入時より   

出院期が上がった者が37．5％，下がった者が39．3％，変化しない者が23．2％，「肯定   

的自己評価」については，新入時より出院期が上がった者が19．6％，下がった者が   

41．1％，変化しない者が39．3％であり，対人SE下位尺度においては，「対人スキル   

の自信」と「肯定的自己評価」が新入時よりも出院期が下がった者の割合が多い。  

表10 教育過程別対人SE下位尺度の変化  

短期処遇   長期処遇  

新入時と出院期       友人への信友人からの対人スキル肯定的自己  友人への信友人からの対人スキル肯定的自己   

との変化  頼・安定感信頼  の自信  評価   頼・安定感信頼  の自信  評価  

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％  度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％   

新入時＜出院期  90 52．9％ 99 58．2％ 67 39．4％ 亜 28．2％  99 58．9％ 9154．2％ 63 37．5％ 3319．6％   

新入時＞出院期  46 27．1％ 4124．1％ 62 36．5％ 78 45．9％  39 23．2％ 5130．4％ 66 39．3％ 69 41．1％   

新入時＝出院期  34 20．0％ 3017．6％ 4124．1％ 亜 25．9％  3017．9％ 2615．5％ 39 23．2％ 66 39．3％   

合計   170100．0％170100．0％170100．0％170100．0％  168100．0％168100．0％168100．0％168100．0％  
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図12 教育過程別対人SE下位尺度の変化  

図13 教育過程別対人SE下位尺度の変化  

図14 教育過程別対人SE下位尺度の変化   
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図15 教育過程別対人SE下位尺度の変化   

（3）非行的自己効力（非行SE）の変化について  

新入時と出院期の非行SE下位尺度の変化を表11，図16～図18に示した。  

短期処遇において非行SE下位尺度の「メンバーとの関係」の得点が新入時と比較   

して，出院期で上がった者が39．4％，下がった者が47．1％，変化しない者が13．5％で   

ある。「非行に対する有能感」については，新入時より出院期が上がった者が38．8％，   

下がった者が32．4％，変化しない者が28．8％，「緊張性・失敗性不安」については，   

新入時より出院期が上がった者が35．5％，下がった者が41．8％，変化しない者が   

22．9％であり，非行SE下位尺度においては，「非行に対する有能感」のみが新入時   

よりも出院期が上がった者の割合が多い。  

表11教育過程別非行SE下位尺度の変化  

短期処遇   長期処遇  

新入時と出院期       メンバーと 非行に対す 緊張性・失  メンバーと 非行に対す 緊張性・失   

との変化  の関係  る有能感  敗性不安  の関係  る有能感  敗性不安  

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％  度数 ％ 度数 ％ 度数 ％   

新入時＜出院期  67 39．4％ 66 38．8％ 60 35．3％  78 46．4％ 64 38．1％ 67 39．9％   

新入時＞出院期  80 47．1％ 55 32．4％ 71 41．8％  76 45．2％ 59 35．1％ 73 43．5％   

新入時＝出院期  23 13．5％ 49 28．8％ 39 22．9％  14 8．3％ 45 26．8％ 28 16．7％   

合計   170100．0％170100．0％170100．09（  168100．0％168100．0％168100．0％  
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図16 教育過程別非行SE下位尺度の変化  

非行に対する有能感  
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団長期処遇  
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図17 教育過程別非行SE下位尺度の変化  

緊張性・失敗性不安  
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団短期処遇  

匿長期処遇  
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図18 教育過程別非行SE下位尺度の変化   
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同様に長期処遇においても，「メンバーとの関係」の得点が，新入時より出院期で   

上がった者が46．4％，下がった者が45．2％，変化しない者が8．3％である。「非行に対   

する有能感」については，新入時より出院期が上がった者が38．1％，下がった者が   

35．1％，変化しない者が26．8％，「緊張性・失敗性不安」については，新入時より出   

院期が上がった者が39．9％，下がった者が43．5％，変化しない者が16．7％であり，非   

行SE下位尺度においては，「緊張性・失敗性不安」のみが，新入時よりも出院期が   

下がった者の割合が大きい。  

（4）仕事の自己効力の変化について  

新入時と出院期の仕事の自己効力の変化を表12，図19に示した。  

短期処遇において仕事の自己効力の得点が新入時より出院期が上がった者が30．6％，   

下がった者が40．0％，変化しない者が29．4％になっている。  

長期処遇においては出院期で上がった者が35．1％，下がった者が38．7％，変化しな   

い者が26．2％になっている。  

表12 教育過程別仕事SE尺度の変化  

新入時と出院期と   長期処遇  

の変化   度数  ％  度数  ％   

新入時＜出院期  52  30．6％  59  35．1％   

新入時＞出院期  68  40．0％  65  38．7％   

新入時＝出院期  50  29．4％  44  26．2％   

合計   170 100．0％  168 100．0％   

図19 教育過程別仕事SE尺度の変化   



中央研究所紀要 第15号  170  

3 自己効力の変化と情報源について  

（1）仕事   

ア 短期処遇  

短期処遇において，入院時と比較して自信をなくした者（自己効力が低下した  

者）は7名，自信がついた者（自己効力が上昇した者）は162名であった。  

自信がついた者が最も影響を受けたものとして「実科や実習，資格の取得などを  

通して」（34．0％）を選択しており，次に，「家族との面会や手紙を通して」（30．9％）  

を選択している。この結果については，表13，図20に示す。  

表13 短期処遇における仕事についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  22  1  23  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  13．6  14．3  13．6  

調整済み残差   一0．05   0．05  

度数  55  2  57  
、牒’月■口Y／′γ、」「丁’仇」  

，  

間3  デ霊≡  （％）  34．0  28．6  33．7  
調整済み残差   0．29   －0．29  

度数  2  0  2  
ユ…′＞tホ▼ハY▼′）貫色ノU  間4   

加払肌  1・2   
0・0   1・2  

調整済み残差   0．30  －0．30  

度数  12  1  13  
JYノノLL」⊥一  

の面接や講話を通して  
間5  誓呈ユニ三よ三≡ごミゝ／ワ  （％）  7．4  14．3  7．7  

調整済み残差   －0．67   0．67  X2（6）＝14．67◆  
いつの間にか自分にもできる  度数  20  2  22  

問6  （できない）という気持ちが  （％）  12．3  28．6  13．0  

出てきた  調整済み残差   －1．25  1．25  

度数  1  1  2  
′ 

、 

問7  ≡ごニ1ごここごご㌣：位肌  （％）  0．6  14．3  1．2  

調整済み残差   －3．27   3．27  

度数  50  0  50  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  30．9  0．0  29．6  

調整済み残差   1．75   －1．75  

度数  162  7  169  

（％）  100．0  100．0  100．0   

柱 間2については度数が0であり，分析から除外した。  

先生との面接等をとおして   

実科や実習，資格の取得などを通して   

他生ががんばっている姿を見て   

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を  

通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気  

持ちが出てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できな  

くて）   

家族との面会や手紙を通して  

0  5 10 15 20 25 30 35 40  

図20 短期処遇における仕事についての自信度   
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イ 長期処遇   

中間期において，入院時と比較して自信をなくした者は22名，自信がついた者は  

146名であった。  

自信をなくした者が最も影響を受けたものとして「いつの間にか自分にもできな   

いという気持ちが出てきた」（36．4％）であり，自信がらいた者が最も影響を受け   

たものとして「実科や実習，資格の取得などを通して」（37．0％）である。この結   

果については表14，図21に示す。  

表14 長期処遇（中間期）における仕事についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  19  0  19  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  13．0  0．0  11．3  

調整済み残差   1．80   －1．80  

度数  3  0  3   

（％）  2．1  0．0  1．8  

調整済み残差   0．68   －0．68  
間2  他生との話の中で  

度数  54  5  59   

（％）  37．0  22．7  35．1  

調整済み残差   1．31   －1．31  

実科や実習，資格の取得など  

を通して  

度数  4  0  4  
エ…′）’ホソ＼Y’）貫軋ノu  間4   

棚脇佃   0・0   2・7  2・4  

調整前み残差   0．79   －0．79  

度数  9  5  14  
X2（7）＝17．29●  崇芸．ニュ三芸㌢㌻ゝJ■ニドYノノU⊥  

の面接や講話を通して  
問5  （％）  6．2  22．7  8．3  

調整済み残差   －2．62   2．62  

いつの間にか自分にもできる  度数  21  8  29  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  14．4  36．4  17．3  

出てきた  調整済み残差   －2．54   2．54  

度数  3  0  3  達成   ′  
間7  2．1  0．0  1．8  

されて（達成できなくて）  
調整済み残差   0．68   －0．68  

度数  33  4  37  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  22．6  18．2  22．0  

調整済み残差   0．47   －0．47  

度数  146  22  168  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10 15  20  25  30  35  40  

図21長期処遇（中間期）における仕事についての自信度   
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出院期において，入院時と比較して自信をなくした者は11名，自信がついた者は  

156名であった。自信をなくした者が最も影響を受けたものとして「いつの間にか  

自分にもできないという気持ちが出てきた」と「実科や実習，資格の取得などを通  

して」（各36．4％）を選択し，自信がついた者が最も影響を受けたものとして「実  

科や実習，資格の取得などを通して」（44．9％）を選択している。この結果につい  

ては表15，図22に示す。  

表15 長期処遇（出院期）における仕事についての自信度  

172  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  22  0  22  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  14，1  0．0  13．2  

調整済み残差   1．34   －1．34  

度数  1  0  1  

間2  他生との話の中で  （％）  0．6  0．0  0．6  

調整済み残差   0．27   －0．27  

度数  70  4  74  
卯月響口Yノ「い－「r’ホ」  問3   

加点ん佃   祖9   36・4   44・3  

調整済み残差   0．55   －0．55  

度数  3  0  3  

⊥′‥‥叩ハY r）貫Lノu   間4  
（％）   1・9   0・0   1・8  

調整済み残差   0．46   －0．46  

度数  8  0  8  
■ドYノノuLJ」  

の面接や講話を通して  
X2（7）＝8．20  

間5  ご芸ユニ三孟ごこごてゝ／ニ  （％）  5．1  0．0  4．8  

調整済み残差   0．77   －0．77  

いつの間にか自分にもできる  度数  20  4  24  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  12．8  36．4  14．4  

出てきた  調整済み残差   －2．15   2．15  

度数  9  0  9  
～ 

、 

間7  ごごニ1ごニニごヱアし二二′コニ′シ～  （％）  5．8  0．0  5．4  

調整溺み残差   0．82  －0．82  

度数  23  3  26  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  14．7  27．3  15．6  

調整済み残差   －1．11   1．11  

度数  156  11  167  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0  5 10 15 20 25 30 35 40 45 50  

図22 長期処遇（出院期）における仕事についての自信度   
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（2）交友   

ア 短期処遇  

短期処遇において，入院時と比較して自信をなくした者（自己効力が低下した  

者）は9名，自信がついた者（自己効力が上昇した者）は155名であった。  

自信をなくした者も，自信がついた者も，最も影響を受けたものとして「先生の   

面接等をとおして」（44．4％，41．3％）を選択している。この結果については，表   

16，図23に示す。  

表16 短期処遇における交友関係についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  64  4  68  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  41．3  44．4  41．5  

調整凋み残差   －0．19   0．19  

度数  16  1  17  

問2  他生との話の中で  （％）  10．3  11．1   10．4  

調整済み残差   一0．08   0．08  

度数  4  1  5  

、牒’月間Yノ竹■Ⅴ’d、し‾  
，  

間3  ㌘1三≡  （％）  2．6  11．1  3．0  

調整済み残差   －1．45  1．45  

度数  6  0  6  
⊥…′川ハ’′一貫Lノ〕  間4   

出払仙   3・9   0・0   3・7  

調整済み残差   0．60   －0．60  

度数  9  0  9  
崇三ユニ三志望：ミゝ／ごJ＞ノノ∪⊥  

の面接や講話を通して  
X2（7）＝3．54  間5  （％）  5．8  0．0  5．5  

調整済み残差   0．74   －0．74  

いつの間にか自分にもできる  度数  9  1  10  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  5．8  11．1  6．1  

出てきた  調整済み残差   －0．65   0．65  

度数  1  0  1  

■‘ 
、 

間7  ≡ごニ1こニニこごごア∵超肋  （％）  0．6  0．0  0．6  

調整済み残差   0．24   －0．24  

度数  46  2  48  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  29．7  22．2  29．3  

調整済み残差   0．48   －0．48  

度数  155  9  164  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で   

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して   

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   10   20   30   40   50  

図23 短期処遇における交友関係についての自信度   
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イ 長期処遇   

中間期において，入院時と比較して，自信をなくした者（30名）が最も影響を受   

けたものとして「いつの間にか自分にもできないという気持ちが出てきた」  

（33．3％）を選択し，自信がついた者（138名）が最も影響を受けたものとして「家   

族との面会や手紙を通して」（30．4％）を選択している。この結果については表17，   

図24に示す。  

174  

表17 長期処遇（中間期）における交友関係についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  
度数  41  3  44  

問1 先生との面接等をとおして  （％）  29．7   10．0   26．19  

調整済み残差   2．23   －2．23  

間2  イ也生との話の中で  
度数  
（％）  

調整済み残差  

27  

16．07  

度数  
⊥′‥‥川ハY’’J貫む几   間4  

（％）  

調整済み残差  

度数  
Vノノ∪エ  開5   

）  

棚払  
調整領み残差  X2（6）＝17．72◆  

いつの問にか自分にもできる  度数  
間6  （できない）という気持ちが  （％）  

出てきた  調整済み残差  

度数  
甚肋  問7   

）  胡瓜  
調整済み残差  

度数  
問8  家族との面会や手紙を通して  （％）  

調整済み残差   

柱 間3については度数が0であり，分析から除外した。  

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て   

読書や∨TR視凰外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10  15   20   25   30   35  

図24 長期処遇（中間期）における交友関係についての自信度   
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出院期において，入院時と比較して自信をなくした者（25名）が最も影響を受け  

たものとして「家族との面会や手紙を通して」（32．0％）を選択し，自信がついた  

者（143名）が最も影響を受けたものとして「先生との面接等をとおして」（37．1％）  

を選択している。この結果については表18，図25に示す。  

表18 長期処遇（出院期）における交友関係についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  53  6  59  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  37．1  24．0  35．1  

調整済み残差   1．26   －1．26  

度数  22  4  26  

間2  他生との話の中で  （％）  15．4  16．0  15．5  

調整滴み残差   －0．08   0．08  

度数  2  0  2  
、目，月′旧Vノ≠Ⅳ’d、l‾  
，  

間3  ㌘1≡㌘  
（％）  1．4  0．0  1．2  

調整済み残差   0．59   －0．59  

度数  3  0  3  
ふ′‥‥）’ホハ’′U貫…  間4   

棚払抽斗   2・1   0・0   1・8  

調整済み残差   0．73   －0．73  

度数  6  2  8  
’∨ノノu⊥  

の面接や講話を通して  
X2（7）＝4．58  

間5  ご呈ユニ完ごごミ；／ご  （％）  4．2  8．0  4．8  

調整消み残差   －0．82   0．82  

いつの間にか自分にもできる  度数  18  5  23  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  12．6  20．0  13．7  

出てきた  調整滴み残差   －0．99   0．99  

度数  4  0  4  
比例  
、  

間7  ≡ごニ7ごここごご㌣：  （％）  2．8  0．0  2．4  

調整済み残差   0．85   －0．85  

度数  35  8  43  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  24．5  32．0  25．6  

調整凋み残差   －0．80   0．80  

度数  143  25  168  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で   

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して   

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10  15   20  25   30   35   40  

図25 長期処遇（出院期）における交友関係についての自信度   
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（3）対人関係   

ア 短期処遇  

短期処遇において，入院時と比較して，自信をなくした者（自己効力が低下した  

者）は12名，自信がついた者（自己効力が上昇した者）は157名であった。  

自信がついた者が最も影響を受けたものとして「家族との面会や手紙を通して」  

（38．9％）を選択している。この結果については，表19，図26に示す。  

表19 短期処遇における対人関係についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  34  1  35  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  21．7  8．3  20．7  

調整済み残差   1．10   －1．10  

度数  18  2  20  

問2  他生との話の中で  （％）  11．5  16．7  11．8  

調整済み残差   －0．54   0．54  

度数  11  2  13  
、牒，只旧Vノ1へⅣ’d、L‾  

，  

間3  ㌘霊ご  （％）  7．0  16．7  7．7  

調整済み残差   －1．21   1．21  

度数  16  0  16  
一一Yノノ∪⊥  

．  

間5  ご呈ここ三こ‡ニごてゝJご  （％）  10．2  0．0  9．5  
調整領み残差   1．16   －1．16  X2（6）＝26．22●■  

いつの間にか自分にもできる  度数  14  3  17  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  8．9  25．0  10．1  

出てきた  調整済み残差   －1．79  1．79  

度数  3  3  6  
超肋  
、  

間7  ≡ごニ1ごここごご㌣：  （％）  1．9  25．0  3．6  

調整済み残差   －4．17   4．17  

度数  61  1  62  

問8  家族との面会や手紙を通して  （％）  38．9  8．3  36．7  
調整済み残差   2．11  －2．11  

度数  157  12  169  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

読書や∨TR視聴．外部の先生の面接や講話を通して   

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10  15  20  25  30  35  40  45  

図26 短期処遇における対人関係についての自信度   
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イ 長期処遇 ●  

中間期において，入院時と比較して自信をなくした者（32名）が最も影響を受け   

たものとして「いつの間にか自分にもできないという気持ちが出てきた」（31．3％）   

を選択し，自信がついた者（135名）が最も影響を受けたものとして「先生との面   

接等をとおして」（36．3％）を選択している。この結果にっいては表20，図27に示   

す。  

表20 長期処遇（中間期）における対人関係についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  49  9  58  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  36．3  28．1  34．7  

調整済み残差   0．87   －0．87  

度数  11  3  14  

問2  イ也生との話の中で  （％）  8．1  9．4  8．4  

調整済み残差   －0．23   0．23  

度数  6  0  6  
、牒，j司∴1［■Yノーγ、一〔丁’かし  

，  

間3  ㌘ニ≡  （％）  4．4  0．0  3．6  

調整済み残差   1．21  －1．21  

度数  4  1  5  
⊥′ノ′‥＞tふハY▼′J貫仁ノU  間4   

加．ん仙   
3・0   3・1   

3・0  

調整領み残差   －0．05  0．05  

度数  4  0  4  
問5 要望票望禦ゝダ攣の先生   

3．0   0．0   2．4  
X2（7）＝20．54◆  

の面接や講話を通して  
調整済み残差   0．99   －0．99  

いつの間にか自分にもできる  度数  14  10  24  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  10．4  31．3  14．4  

出てきた  調整済み残差   －3．03  3．03  

度数  0  2  2  
‘ 

、 

間7  ≡㌘ニ1ごここごご㌣二二メコニ′ウ、  （％）  0．0  6．3  1．2  

調整済み残差   －2．92  2．92  

度数  47  7  54  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  34．8  21．9  32．3  

調整済み残差   1．41  －1．41  

度数  135  32  167  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て   

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自釧こもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10  15  20  25  30  35  40  

図27 長期処遇（中間期）における対人関係についての自信度   
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出院期においで，入院時と比較して自信をなくした者（19名）が最も影響を受け  

たものとして「家族との面会や手紙を通して」と「いつの問にか自分にもできない  

という気持ちが出てきた」（各36．8％）を選択し，自信がついた者（147名）が最も  

影響を受けたものとして「先生との面接等をとおして」（33．3％）を選択している。  

この結果については表21，図28に示す。  

178  

表21長期処遇（出院期）の対人関係についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  49  2  51   

（％）  33．3  10．5  30．7  

調整済み残差   2．03  －2．03  

間1  先生との面接等をとおして  

度数  11  3  14  

間2  他生との話の中で  （％）  7．5  15．8  8．4  

調整済み残差   －1．23  1．23  

度数  11  0  11  
、H，月一t－Yノ1へⅣ’ム」  

，  

間3  ㌘？三≡  
（％）  7．5  0．0  6．6  

調整済み残差   1．23   －1．23  

度数  6  0  6  
′‥…’醜ハY′）耳軋ノ〕  閉4 こ  

） ご摘醐   4・1   
0・0   3・6  

調整済み残差   0．90   －0．90  

度数  4  0  4  X2（7）＝15．80◆  
■ノYノノU⊥  

．  

間5  ご呈ニュ完慧ごミゝ／ご  （％）  2．7  0．0  2．4  

調整済み残差   0．73   －0．73  

いつの間にか自分にもできる  度数  16  7  23  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  10．9  36．8  13．9  

出てきた  調整済み残差   －3．08   3．08  

度数  4  0  4  
’一 

、 

間7  ≡ごニ㌧ごここごご㌣：描肌  （％）  2．7  0．0  2．4  
調整摘み残差   0．73   －0．73  

度数  46  7  53  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  31．3  36．8  31．9  

調整済み残差   一0．49   0．49   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴．外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10  15  20  25   30  35   40  

図28 長期処遇（出院期）の対人関係についての自信度   
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（4）本件非行   

ア 短期処遇  

短期処遇において，入院時と比較して本件と同じ非行をしないという自信をなく  

した者（自己効力が低下した者）は2名，本件と同じ非行をしないという自信がつ  

いた者（自己効力が上昇した者）は164名であった。自信がついた者が最も影響を  

受けたものとして「家族との面会や手紙を通して」（46．3％）を選択している。こ  

の結果については，表22，図29に示す。  

表22 短期処遇の本件非行についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  45  0  45  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  27．4  0．0  27．1  

調整済み残差   0．87   －0．87  

度数  4  0  4  

間2   他生との話の中で  （％）  2．4  0．0  2．4  

調整済み残差   0．22   －0．22  

度数  2  1  3  

′ 
、 

間3   てミごと㌘三，月′旧Vノ’休Ⅳ’ム  （％）  1．2  50．0  1．8  

調整済み残差   －5．15  5．15  

度数  17  0  17  
一■ノ∪  

▲  
開5   ニ≡土工二三芸ぎこ霊了＝  （％）  10．4  0．0  10．2  

調整済み残差   0．48   －0．亜  X2（6）＝42．78…  
いつの間にか自分にもでき  度数  16  0  16  

問6   る（できない）という気持  （％）  9．8  0．0  9．6  

ちが出てきた  調整済み残差   0．46   －0．46  

度数  4  1  5  

ノ  

成されて（達成できなくて）  
問7   ニご＝ニュニごご∵㌣」芸  （％）  2．4  50．0  3．0  

調整済み残差   －3．91  3．91  

度数  76  0  76  
爪」Yノ刑苅‥桝色雌レ   間8  

地肌皿   46・3   0・0   45・8  

調整済み残差   1．31  －1．31  

度数  164  2  166  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習．資格の取得などを通して  

読書やVTR視聴．外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   10   20   30   40   50   60  

図29 短期処遇の本件非行についての自信度   
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イ 長期処遇  

中間期において，入院時と比較して自信をなくした者（8名）が最も影響を受け   

たものとして「いつの問にか自分にもできないという気持ちが出てきた」と「家族   

との面会や手紙を通して」（各37．5％）を選択し，自信がついた者（160名）が最も   

影響を受けたものとして「家族との面会や手紙を通して」（43．8％）を選択してい   

る。この結果については表23，図30に示す。  

表23 長期処遇（中間期）の本件非行についての自信度  
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上昇   下降   合計  検定結果  

度数  46  2  48  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  28．8  25．0   28．57  

調整済み残差   0．23   －0．23  

度数  6  0  6  

間2  他生との話の中で  （％）  3．8  0．0  3．57  

調整済み残差   0．56  －0．56  

度数  3  0  3  
、欄’J司∴1【■Yノ1へⅣ’d、、‾  

、  

間3  ≡霊≡  
（％）  1．9  0．0  1．79  

調整済み残差   0．39   －0．39  

度数  2  0  2  
⊥…′〉’ふハ’■）貫…   問4  

（％）   1・3   0・0  1・19  

調整済み残差   0．32   －0．32  

度数  9  0  9  
■YノノULJ」  

の面接や講話を通して  
X2（7）＝3．79  

閉5  ご呈ユニ㌶＝ニ㌻；Jご  （％）  5．6  0．0  5．36  

調整済み残差   0．69  ・0．69  

いつの問にか自分にもできる  度数  23  3  26  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  14．4  37．5  15．48  

出てきた  調整済み残差   －1．76   1．76  

度数  1  0  1  

′コニ′シ、  
、  

間7  ；ごニ1ごここごごアニ  （％）  0．6  0．0  0．60  

調整済み残差   0．22   －0．22  

度数  70  3  73  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  43．8  37．5   43．45  

調整済み残差   0．35   －0．35  

度数  160  8  168  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0  5 10 15  20 25 30 35 40 45 50  

図30 長期処遇（中間期）の本件非行についての自信度   
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出院期にお●いて，入院時と比較して自信をなくした者（11名）が最も影響を受け  

たものとして「家族との面会や手紙を通して」（27．3％）を選択し，自信がついた  

者（157名）が最も影響を受けたものとして「家族との面会や手紙を通して」と「先  

生との面接等をとおして」（各38．9％）を選択している。この結果については表24，  

図31に示す。  

表24 長期処遇（出院期）の本件非行についての自信度  

上昇   下降   合計  

61  1  62  

38．9  9．1  36．90  

1．98    －1．98  

度数   
（％）  

調整済み残差  
間1  先生との面接等をとおして  

度数  1  1  2  

間2  他生との話の中で  （％）  0．6  9．1   1．19  

調整済み残差   －2．50   2．50  

度数  3  0  3  

、欄，只旧Yノーγし「丁’d、t‾  

、  

間3  ㌘霊≡  （％）  1．9  0．0  1．79  

調整済み残差   0．46   －0．46  

度数  1  0  1  

⊥…′＞’仇ハY rが貫り］  間4  
（％）  0・6   0・0   0・60  

調整済み残差   0．27   －0．27  

度数  6  0  6  

tYノノ∪⊥  

．  

X2（7）＝19．02●  間5  ご三ニニ三去慧ごミゝJご  （％）  3．8  0．0  3．57  

調整済み残差   0．66   －0．66  

いつの間にか自分にもできる  度数  18  4  22  

間6  （できない）という気持ちが  （％）  11．5  36．4   13．10  

出てきた  調整済み残差   －2．37   2．37  

度数  6  2  8  
甚肌  
、  

間7  ニ：ごニ1ユニニこごご竺＝  （％）  3．8  18．2  4．76  

調整済み残差   －2．16  2．16  

度数  61  3  64  

間8  家族との面会や手紙を通して  （％）  38．9  27．3   38．10  

調整済み残差   0．76   －0．76  

度数  157  11  168  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   5  10 15  20  25  30  35  40  45  

図31長期処遇（出院期）の本件非行についての自信度   
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（5）非行全般   

ア 短期処遇  

短期処遇において，入院時と比較して再非行をしないという自信をなくした者   

（自己効力が低下した者）は1名，再非行をしないという自信がついた者（自己効  

力が上昇した者）は166名であった。  

自信がついた者が最も影響を受けたものとして「家族との面会や手紙を通して」   

（53．6％）を選択している。この結果については，表25，図32に示す。  

表25 短期処遇の非行全般についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  35  0  35  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  21．1  0．0  20．96  

調整済み残差   0．52   －0．52  

度数  4  0  4  

間2  イ也生との話の中で  （％）  2．4  0．0  2．40  

調整済み残差   0．16   －0．16  

度数  4  1  5  
、虻，月′旧Vノ小一T’ム」  

，  

間3  ㌘霊≡  （％）  2．4  100．0   2．99  

調整済み残差   －5．71  5．71  

間4 讐生ががんばっている姿を見 
10  

絶残差   ＿ 

度数  9  0  9  
X2（7）＝32．60●●  問5 要望空想；タ攣の先生   

5．4   0．0   5．39  
の面接や講話を通して  

調整済み残差   0．24   －0．24  

いつの間にか自分にもできる  度数  18  0  

問6  （できない）という気持ちが  
18  

（％）  10．8  0．0  10．78  

出てきた  調整済み残差   0．35  －0．35  

度数  5  0  5  
′～ 

、 

問7  ≡㌘二1ごここごヱ㌣：種肌  （％）  3．0  0．0  2．99  

調整滴み残差   0．18   －0．18  

度数  89  0  89  

問8  家族との面会や手紙を通して  （％）  53．6  0．0  53．29  

調整済み残差   1．07   －1．07   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴．外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた  

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0    20    40    60    80   100  120  

図32 短期処遇の非行全般についての自信度   
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イ 長期処遇   

中間期において，入院時と比較して自信をなくした者（14名）が最も影響を受け   

たものとして「いつの間にか自分にもできないという気持ちが出てきた」（28．6％）   

を選択し，自信がついた者（151名）が最も影響を受けたものとして「家族との面   

会や手紙を通して」（48．3％）を選択している。この結果については表26，図33に   

示す。  

表26 長期処遇（中間期）の非行全般についての自信度  

上昇   下降   合計  検定結果  

度数  35  3  38  

間1  先生との面接等をとおして  （％）  23．2  21．4   23．03  

調整済み残差   0．15   －0．15  

度数  5  1  6  

間2   他生との話の中で  （％）  3．3  7．1  3．64  

調整済み残差   －0．73   0．73  

度数  3  0  3  

′ 
、 

間3   て：ごと㌘三，只’口〉／小一T’ホ  
（％）  2．0  0．0  1．82  

調整済み残差   0．53   －0．53  

度数  5  1  6  
′‥′′＞’仇ハ’’－′コ買こ‘⊥  

見て  
間4   冨ニ  

（％）  3．3  7．1  3．64  

調整済み残差   －0．73   0．73  

度数  10  0  10  
X2（7）＝15．82●  ノ〕  

間5  芸品孟姦崩蒜妄遠こ妄  ） 胡脇鰻盟   6・6   
0・0   6・06  

調整済み残差   0．99   －0．99  

いつの間にか自分にもでき  度数  18  4  22  

間6   る（できない）という気持  （％）  11．9  28．6  13．33  

ちが出てきた  調整済み残差   －1．75  1．75  

度数  2  2  4  
′ノ  

成されて（達成できなくて）  
間7   三慧ニニュこごごニ∵ご≡  （％）  1．3  14．3  2．42  

調整済み残差   －3．02   3．02  

度数  73  3  76  
隣しY用心’川已廻レ   間8  

棚品抽斗   賂3   21・4  46・06  

調整済み残差   1．93   －1．93  

度数  151  14  165  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴．外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分にもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0  10    20    30    40    50    60  

図33 長期処遇（中間期）の非行全般についての自信度   
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出院期において，入院時と比較して自信をなくした者（12名）が最も影響を受け  

たものとして「いつの間にか自分にもできないという気持ちが出てきた」（50．0％）  

を選択し，自信がついた者（155名）が一番影響を受けたものとして「家族との面  

会や手紙を通して」（44．5％）を選択している。この結果については表27，図34に  

示す。  

表27 長期処遇（出院期）の非行全般についての自信度  

184  

上昇   下降   合計  

47  1  48  

30．3  8．3  28．74  

1．62    －1．62  

度数   
（％）  

調整済み残差  
間1  先生との面接等をとおして  

度数  6  1  7  

間2   他生との話の中で  （％）  3．9  8．3  4．19  

調整済み残差   一0．74   0．74  

度数  6  0  6  
′ 

、 

間3   てミご三千三’j司し1t】、ノ1へ■T’ホ  
（％）  3．9  0．0  3．59  

調整済み残差   0．69  －0．69  

度数  2  0  2  
′■′′′）’ホハY－q′コロこ1ユ  

見て  
問4   冨ニ  

（％）  1．3  0．0  1．20  

調整済み残差   0．40   －0．40  

度数  4  0  4  
■■ノ∪  

生の面接や講話を通して  
X2（7）＝16．28◆  間5   ご三三ここ芸ごエ宝？＝  （％）  2．6  0．0  2．40  

調整済み残差   0．56   －0．56  

いつの間にか自分にもでき  度数  17  6  23  

間6   る（できない）という気持  （％）  11．0  50．0  13．77  

ちが出てきた  調整凋み残差   －3．78   3．78  

度数  4  0  4  
′クぎノ 

＿  

間7   ニ慧＝ニュごごご；ご∵ご  （％）  2．6  0．0  2．40  

調整済み残差   0．56   －0．56  

度数  69  4  73  
肪しり関山‥桝L廻レ   剛  

） 
北。血仙   

44・5   33・3  43・71  

調整済み残差   0．75   －0．75  

度数  155  12  167  

（％）  100．0  100．0  100．0   

先生との面接等をとおして  

他生との話の中で  

実科や実習，資格の取得などを通して  

他生ががんばっている姿を見て  

読書やVTR視聴，外部の先生の面接や講話を通して  

いつの間にか自分lこもできる（できない）という気持ちが出  

てきた   

目標とされている成績が達成されて（達成できなくて）  

家族との面会や手紙を通して  

0   10    20    30    40    50    60  

図34 長期処遇（出院期）の非行全般についての自信度   
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Ⅴ 考察  

ここでは，「（その1）」の結果とも比較しながら，主に少年院在院中の自己効力等の変  

化という観点から考察を行う。  

1 自己効力について  

（1）一般性自己効力（GSE）について  

一般性自己効力尺度を用いて測定した結果，いくつか属性の項目においては，その   

下位項目において有意差が見られているものの，教育過程における変化については，   

短期処遇では「失敗に対する不安」と「能力の社会的位置づけ」のみに有意差が見ら   

れ，長期処遇では有意差は見られなかった。  

これは「（その1）」で指摘したように，一般性自己効力尺度は，特定の行動に限定   

されない，より一般的な自己効力であることから，6か月から1年程度の少年院の在   

院期間では変化しにくいと考えられる。また，短期処遇よりも長期処遇の在院者の方   

が，非行性が進んでおり，変化にも時間が掛かる場合が多いため，このような結果に   

なると考えられる。  

（2）対人的自己効力について  

対人的自己効力尺度を用いた今回の結果は「（その1）」と異なり，短期処遇におい   

ては「友人への信頼・安定感」，「友人からの信頼」及び「肯定的自己評価」で有意差   

が見られた。また，長期処遇においても短期処遇と同様に「友人への信頼・安定感」，   

「友人からの信頼」及び「肯定的自己評価」で有意差が見られた。  

短期処遇，長期処遇ともに「友人への信頼・安定感」及び「友人からの信頼」につ   

いては，新入時よりも出院期が高くなり，「肯定的自己評価」については新入時より   

も出院期が低くなっている。これらの結果は，「（その1）」と逆の結果であり，「（そ   

の1）」においては，「友人への信頼・安定感」及び「友人からの信頼」が出院期より   

も新入時が低く，「肯定的自己評価」は新入時よりも出院期が高くなっていた。  

「（その1）」においては，「友人への信頼・安定感」及び「友人からの信頼」が新   

入時より出院期が低くなった理由について，質問項目中の「友人」を入院前の向社会   

的とは言い難い友人を想定している可能性が考えられ，少年院に入院して間もない時   

期には，これまでの友人関係について肯定的にとらえており，その後，少年院内にお   

ける教育・指導が進むにつれて，その関係を冷静にとらえるようになったのではない   

かと指摘した。しかしながら，今回の縦断的調査では，友人関係について，新入時よ   

りも出院期のほうが肯定的にとらえているという道の結果が得られており，在院少年   

個々の「友人観」について検討を加えた上で，得られた結果の意味を考える必要性が   

あるといえる。   
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また，「肯定的自●己評価」についても，「（その1）」では，松島（2001）の研究を引   

用し，友人関係と自尊感情のつながりが強く，時間とともに肯定的自己評価が向上し   

てくることは，向社会的で親密な友人関係を持つ方向に向かっていると解釈できると   

している。しかしながら，今回の結果では，出院期のほうが新入時よりも「肯定的自   

己評価」が下がっており，単純に肯定的自己評価の向上が向社会的で親密な対人関係   

を持つ方向に向かっているとは解釈することが難しい。自尊感情と友人関係のつなが   

りについても，さらに詳細に検討する必要がある。  

（3）自己効力の変化と自信度について  

質問6以降で「～について自信がつきましたか」という自己効力の変化をとらえる   

質問を行ったが，その結果とこれらのGSE尺度，友人SE尺度，非行SE尺度及び仕   

事SE尺度の関連は，必ずしも明確ではない。本質間においては，短期処遇，長期処   

遇，教育過程，仕事，友人関係，非行の別にかかわらず，80～90％の割合で，「自信   

がついた」と答えた者が多いという結果が得られたが，少年院における教育が進むに   

つれて，自己効力が向上するという明確な証拠を得ることはできなかった。  

これは自己のパーソナリティの認知に関わる問題であり，本来，自己効力を測定す   

るべきところを，「自信」という言葉を用いることで，異なる部分を測定している可   

能性を否定できない。  

2 自己効力の変化について  

（1）一般性自己効力の変化について  

短期処遇と長期処遇のそれぞれについて，新入時と出院期の下位尺度の変化を比較  

した。  

短期処遇，長期処遇いずれも「失敗に対する不安」と「行動の積極性」は新入時よ   

り出院期に高くなる者が多く，「能力の社会的位置づけ」は新入時より出院期が低く   

なる者が多い。  

個人差が大きいので単純には比較できないものの，一般性自己効力はなかなか変化   

しにくいものであるとしても，少年院においては「失敗に対する不安」と「行動の積   

極性」が高まり，「能力の社会的位置づけ」が低くなる者が多い傾向にあるとも見え  

る。  

「失敗に対する不安」が高まるのは，少年たちが持っている入院前の万能感が，入   

院後，様々な活動を行う中で失われていくということも考えられるであろう。また，   

「能力の社会的位置づけ」が低くなるもの，少年院に入院することで，今までの非行   

文化という狭い人間関係を離れて，客観的に自らを省みる機会を得たことにより低く   

なったとも考えられる。  

一方，「行動の積極性」が高まるのは，少年院における処遇が様々な場面で少年た   

ちに積極性を求める働き掛けをしていることによると考えられる。一方，この要因が   
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下がる者については，祐宗ら（1985）が述べるように「失敗経験は自己効力予期を低   

め，弱め，狭める傾向がある」ことから，少年院では成功体験ばかりが生ずるわけで   

はなく，失敗経験も生じ，そのような経験が多い者は「行動の積極性」が下がるであ   

ろう。  

したがって，「行動の積極性」は新入時より出院期が低くなっている者の割合と，   

高くなっている者の割合の差が，「失敗に対する不安」，「能力の社会的位置づけ」と   

比べても大きくない。これは「行動の積極性」への働き掛けが少年院の中では比較的   

良好に機能していると考えられる。  

また，全体的に，短期処遇よりも長期処遇のほうが，新入時よりも出院期が低くな   

っている割合が多い。これは，長期処遇の働き掛けがより客観的に自己を見つめる時   

間を持てるようになっているとも考えられる。   

各因子の項目内容をみれば，「行動の積極性」については，少年院内の生活をその   

ままフィードバックできる内容であり，「失敗に対する不安」は少年院に入院するよ   

うな事態になったことそのものが大きな要因として関わっているとも考えられる。  

（2）対人的自己効力の変化について   

短期処遇，長期処遇ともに「友人への信頼・安定感」，「友人からの信頼」が新入時   

より出院期が高い者の割合が大きい。これは，先に検討した全体の平均と同じ傾向を   

表している。また，「肯定的自己評価」については下がっている者の割合も多いが，   

特に長期処遇については，新入時と出院期が変化しない者も同じ程度存在する。   

「肯定的自己評価」については，先に検討したように，その項目内容と調査時期の   

要因によるものもあると考えられる。  

（3）非行的自己効力の変化について   

全体の平均ではどの下位尺度でも有意差が見られなかったが，短期処遇においては，   

「メンバーとの関係」で新入時よりも出院期が下がった者の割合が多い。一方，「非   

行に対する有能感」は出院期のほうが上がっている。これは因子の項目内容から「メ   

ンバーとの関係」は非行と交友関係を中心とした項目内容であり，特に少年院の処遇   

の中で，非行と交友関係について考えを深めたことで「メンバーとの関係」について   

下位尺度の得点が下がった者が多いと考えられる。一方，「非行に対する有能感」は   

自分自身についての考えを深める項目であり，出院期に未だ内省が深まっていない者   

が多いとも考えられる。  

3 自己効力の変化と情報源について  

（1）仕事  

仕事面の自己効力の変化については，「（その1）」と同様に「実科や実習，資格取   

得などを通して」自信がついたとする者の割合が高い。また，「家族との面会や手紙   

を通して」自信がついたとする者の割合も高い。これは，「（その1）」で考察した結   



中央研究所紀要 第15号   188  

果が縦断的調査においても明らかにされたと考えられる。  

ただ，短期処遇と長期処遇を比較すると，長期処遇においては，「実科や実習，資   

格取得などを通して」とする者が，「家族との面会や手紙を通して」とする者よりも   

多い。  

また，自信度が下がった者は，「いつの間にか自分にもでき 

てきた」を選んでいる者も多い。これは，情報源のうち「生理的状態・情動喚起」を   

想定していたが，下がった者が選択する率が高いということは，「うまくできない」   

という感じを明確化できないということも考えられる。つまり，結果として「やる気   

がない」が，その原因を十分に意識できていない状態であるとも考えられる。  

少なくとも仕事に関する自己効力を向上させるためには，職業補導や職業訓練，資   

格取得などによる成功体験が効果的であると考えられる。祐宗ら（1985）は，「『遂行   

行動の達成』は，個人が自分で行動して必要な行動を達成できたという経験であるか   

ら，これを情報源とする自己効力は最も強く安定したものになると考えられる。」と   

述べているが，このことが少年院の処遇においても示されていると思われる。  

（2）交友  

交友関係においては「（その1）」と同様に「先生との面接等をとおして」と「家族   

との面会や手紙を通して」自信がついたと回答した者の割合が高い。また，長期処遇   

においては，「いつの間にか自分にもできないという気持ちが出てきた」が最も多く   

選択されており，先に考察したように，漠然とした不安感を持っている者もこの選択   

肢を選択しているとも推察される。  

一方，交友関係の自信度が向上した者は直接的な他少年とのかかわりあいの中とい   

うよりは「先生との面接等をとおして」を選択している割合が多い。これは「（その  

1）」でも指摘したとおり，職員の働き掛けが効果を現しているとともに，交友関係   

は出院彼の生活に関わることでもあり，実際の施設内での生活においては，少年自身   

が検証することが難しい面もあると思われる。  

（3）対人関係  

「（その1）」で考察したことと同様に家庭や職場での対人関係を中心に尋ねた項目   

であり，「家族との面会や手紙を通して」自信が変化している者が多い。一方，自信   

を失っている者の多くは「いつの間にか自分にもできないという気持ちが出てきた」   

を選択している者も多く，先ほどから指摘しているように，ここでも漠然とした不安   

感や焦燥感により，この項目を選択したとも考えられる。  

（4）本件非行予防  

対人関係と同様に，「家族との面会や手紙を通して」が，再犯予防の自信に大きく   

影響を及ぼしている。また，次に「先生との面接等をとおして」も同様に効果を示し   

ている。自信を失う要因については，降下している者自体が少ないので，言及するの   

は難しい。   
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「（その1）」●の中では「目標とされている成績が達成されて」再犯防止への自信が   

高まったと答える者がいたが，今回の調査では短期処遇，長期処遇のどちらもその要   

因を挙げる者は少なかった。  

（5）本件以外の非行予防   

本件とは別に，非行全般に対する再非行予防の自信につし、て尋ねたものであるが，   

「（4）本件非行予防」と同様に「家族との面会や手紙を通して」と「先生との面接等を   

とおして」が再犯予防の自信に大きく影響を及ぼしている。   

「（その1）」においては，「実科や実習，資格取得などを通して」が本件以外の非   

行予防の情報源として大きく影響しているということを言及したが，今回の調査にお   

いては，短期処遇の中で非行全般の再非行予防の自信が下降した者のほとんどが，こ   

の「実科や実習，資格取得などを通して」を選択しており，長期処遇で選択した者が   

いないものの，影響があるということも考えられる。  

（6）自己効力の変化と情報源  

自己効力の変化の情報源については，先に述べたように，遂行行動の達成，代理経   

験，言語的説得，生理的状態があるとされている。施設内での処遇を考えた場合に，   

これら4つについて，処遇する側が明確に意識することで，対象者の自己効力の変化   

を促すことができると考えられる。様々な施設内の活動を通じて，遂行行動を達成す   

ることは教育活動の根幹である。ただし，失敗経験は自己効力を下降させるわけであ   

り，そのような点に留意することも実際の処遇場面では求められるであろう。  

つまり，祐宗ら（1985）が「人が無益な行為であると判断して努力をしなくなると   

きには，少なくとも，2つの要因が働いていると考えられるのである。まず，第1の   

要因は，人間は自分がやらなければならないことを，自分自身の力で成し遂げること   

ができると確信していないと，努力することをあきらめてしまうというものである。   

そして，第2の要因は，人間は自分自身に能力があることはわかっていても，周りの   

人々がそれによく答えてくれなかったり，また偏見を持っていて認めてくれなかった   

りすると，自分自身がいくら努力しても思わしい結果は得られないものと考えて努力   

することをあきらめてしまうというものである。」と指摘している。したがって，ど   

のような情報源がどのような自己効力の変化に影響を与えるのかを理解した上で，さ   

らに，これら2つの要因についても十分理解して働き掛けることが重要である。  

4 自信度の降下と結果予期について   

先の自信度の変化において，特に自信を失っている者の多くが「いつの問にか自分にも  

できないという気持ちが出てきた」を選択していることに着目したい。行動の先行要因と  

して，結果予期と効力予期（自己効力は個人に認知された効力予期をいう。）があること  

については「（その1）」でも述べたところである。結果予期は行動がどのような結果を引  

き起こすかという予期であり，つまり，「あることをするために具体的な方法が分かって   
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いる」状態である。結果予期を理解していることを前提に，その行動を達成するための行  

動を自らがうまくできるかについての予期が効力予期である。したがって，一般には十分  

な結果予期がなければ，高い効力予期は生まれないと考えられる。   

本調査でも少ないながらも入院時と比較して自信が下降し，自己効力が下がっている者  

がいる。そのような者が結果予期を十分持っているにもかかわらず，自己効力が下がった  

のか，あるいは結果予期をも持ちえずに，何をして良いか分からないため，自己効力が上  

昇するような状況ではなかったのかについては，今後検証することが必要であろう。   

さらに，努力しなくなる要因（自己効力が低下した要因）を詳細に調査することで，そ  

れぞれの対象者に合わせた対策も立てられる。様々な社会的な活動について自己効力が高  

くないのは，どのような経験が生み出しているのか，あるいは，少年院の中で自己効力が  

低下した要因は何であるのかについて詳細に調査，分析することが今後の少年院における  

処遇を充実させていくことになると考えられる。  

Ⅵ ぁわりに  

本研究は，広範囲な横断的調査と，対象者を絞り込んだ縦断的調査を組み合わせて，少  

年院在院者の自己効力の変化を捉え，どのような情報によってその変化が促されているの  

かを検証するために行った。   

これまでも当中央研究所においては少年院在院者の変化をとらえる調査研究を行ってき  

たが，個々の少年の個別の変化を捉える縦断的調査は，時間も手間も掛かり，実施をため  

らわれる状況でもあったところ，今回は，法務省矯正局を始め各少年院の御理解と御協力  

により調査を実施することができた。   

既に報告のとおり，前回調査と今回報告した縦断的調査はそれほど大きな承離がなく，  

これまで当中央研究所で行われていた横断的調査も少年たちの変化を概ね的確に捉えてい  

たことを実証することができたと思われる。   

最後に，本研究の実施に当たり，御協力を賜った法務省矯正局をはじめ少年院の各位に  

対して，心からの謝意を表します。  
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（1）年齢  

年齢別人員は，表一資1のとおりである。  

（2）非行種別  

非行種別人員は，表一資2のとおりである。短期，長期処遇ともに窃盗が最も多い。   

短期処遇は，以下，道交法，傷害（致死を含む），恐喝，強盗と続き，一方，長期処   

遇は，強盗，道交法，傷害（致死を含む），恐喝の順となっている。  

（3）入院回数  

入院回数別人員は，表一資3のとおりである。短期処遇においては，2回以上入院   

している者は1名のみであった。長期処遇では約70％が1回目で，約30％が2回以上   

であった。  

（4）少年院種別等  

少年院種別人員は，表一資4のとおりである。短期，長期処遇とも，約90％が中等   

少年院送致の着である。  

（5）処遇課程  

処遇課程等別人貞は，表一資5のとおりである。短期処遇においてはS3（進路指   

導課程）が90％以上を占め，長期処遇においてはV2（職業能力開発課程）が78．0％，   

Vl（職業能力開発課程）が15．5％で，この2つの課程で93．5％を占めている。  

（6）学歴  

学歴別人月は，表一資6のとおりである。短期処遇では約30％が中学卒業，約40％   

が高校中退となっている。長期処遇では約50％が中学卒業，約30％が高校中退となっ   

ている。  

（7）保護者  

保護者の態様別人貞は，表一資7のとおりである。短期処遇の約60％は実父母であ   

り，約20％は実母である。長期処遇の約50％は実父母であり，約20％が実母である。   
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短期処遇   長期処遇   合計  

年齢  （平均年齢：17．7）  （平均年齢：17．1）  （平均年齢：17．4）  

度数  ％   度数  ％   度数  ％   

14歳   1  0．6％   5  3．0％   6  1．8％   

15歳   11  6．5％   15  8．9％   26  7．7％   

16歳   22  13．1％   49  29．2％   71  21．1％   

17歳   33  19．6％   32  19．0％   65  19．3％   

18歳   51  30．4％   32  19．0％   83  24．7％   

19歳   40  23．8％   35  20．8％   75  22．3％   

20歳   10  6．0％   0  0．0％   10  3．0％   

合計   168  100．0％   168  100．0％   336   100．0％   

注 短期処遇において年齢の欠損倍が2名あり  

表一資2 非行種別  

短期処遇   長期処遇   合計  
非行種別  

度数  ％   度数  ％   度数  ％   

自動車・単串盗   1  0．6％   2  1．2％   3  0．9％   

窃盗   57  33．7％   64  38．1％   121  35．9％   

詐欺   1  0．6％   2  1．2％   3  0．9％   

恐喝   18  10．7％   12  7．1％   30  8．9％   

暴行   3  1．8％   3  1．8％   6  1．8％   

傷害（致死）   20  11．8％   17  10．1％   37  11．0％   

凶器準備   2  1．2％   3  1．8％   5  1．5％   

強盗   17  10．1％   24  14．3％   41  12．2％   

強姦   3  1．8％   3  1．8％   6  1．8％   

強制わいせつ   3  1．8％   4  2．4％   7  2．1％   

業過致死傷   2  1．2％   2  1．2％   4  1．2％   

暴力行為等   3  1．8％   1  0．6％   4  1．2％   

その他刑法犯   2  1．2％   2  1．2％   4  1．2％   

道交法   31  18．3％   20  11．9％   51  15．1％   

覚せい剤   2  1．2％   1  0．6％   3  0．9％   

大麻・麻薬   1  0．6％   0  0．0％   1  0．3％   

毒劇物   2  1．2％   3  1．8％   5  1．5％   

他の特別法犯   0  0．0％   2  1．2％   2  0．6％   

条例違反   0  0．0％   1  0．6％   1  0．3％   

ぐ犯   1  0．6％   2  1．2％   3  0．9％   

合計   169  100．0％   168  100．0％  337  100．0％   

注 短期処遇において欠損値が1名あり   
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短期処遇   長期処遇   合計  

入院回数  
度数  ％   度数  ％   度数  ％   

1回   168  99．4％   136  81．0％   304 90・2％   

2回   1  0．6％   31  18．5％   32  9．5％   

3回   0  0．0％   1  0．6％   1  0．3％   

合計   169   100．0％   168  100．0％  337   100．0％   

表一資4 少年院種別  

短期処遇   長期処遇   合計  

種別  
度数  ％   度数  ％   度数  ％   

初等   15  8．8％   13  7．7％   28  8．3％   

中等   155  91．2％   155  92．3％   310  91．7％   

合計   170   100．0％   168  100．0％  338   100．0％   

表一資5 処遇課程  

短期処遇．   長期処遇   合計  
処遇課程  

度数  ％   度数  ％   度数  ％   

Sl   11  6．5％   0  0．0％   11  3．3％   

S2   4  2．4％   0  0．0％   4  1．2％   

S3   155  91．2％   0  0．0％   155  45．9％   

Gl   0  0．0％   1  0．6％   1  0．3％   

G2   0  0．0％   1  0．6％   1  0．3％   

Vl   0  0．0％   26  15．5％   26  7．7％   

V2   0  0．0％   131  78．0％   131  38．8％   

El   0  0．0％   4  2．4％   4  1．2％   

E2   0  0．0％   5  3．0％   5  1．5％   

合計   170  100．0％   168  100．0％  338  100．0％  
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短期処遇   長期処遇   合計  
最終学歴  

度数  ％   度数  ％   度数  ％   

中学校未修了   1  0．6％   2  1．2％   3  0．9％   

中学校在学中   11  6．5％   4  2．4％   15  4．4％   

中学校卒業   50  29．4％   83  49．4％   133  39．3％   

高校在学中   9  5．3％   5  3．0％   14  4．1％   

高校中退   69  40．6％   49  29．2％   18   34・9％   

高校卒業   6  3．5％   3  1．8％   9  2．7％   

定時制高校在学中   6  3．5％   6  3．6％   12  3．6％   

定時制高校退学   7  4．1％   11  6t5％   18  5．3％   

専門学校中退   3  1．8％   1  0．6％   4  1．2％   

短大・大学在学中   3  1．8％   1  0．6％   4  1．2％   

そのイ也   5  2．9％   3  1．8％   8  2．4％   

合計   170  100．0％   168  100．0％   338   100．0％   

表一資7 保護者  

短期処遇   長期処遇   合格  

保護者  
度数  ％   度数  ％   度数  ％   

実父母   100  58．8％   81  48．2％   181  53．6％   

実父   16  9．4％   21  12．5％   37  10．9％   

実母   37  21．8％   38  22．6％   75  22．2％   

義父母   1  0．6％   0  0．0％   1  0．3％   

実父義母   4  2．4％   4  2．4％   8  2．4％   

義父実母   6  3．5％   17  10．1％   23  6．8％   

他の親族   3  1．8％   5  3．0％   8  2．4％   

施設   2  1．2％   1  0．6％   3  0．9％   

その他   1  0．6％   1  0．6％   2  0．6％   

合計   170  100．0％   168  100．0％   338   100．0％  
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